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2●おいらせ町議会だより

特別職及び教育長の給料月額引き下げ特別職及び教育長の給料月額引き下げ特別職及び教育長の給料月額引き下げ特別職及び教育長の給料月額引き下げ特別職及び教育長の給料月額引き下げ

　

２
人
の
委
員
の
任
期
満
了
辞
任

に
伴
い
、
山
端
氏
と
倉
持
氏
を
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
特
別
職
の
職
員
の
給
料

等
に
関
す
る
条
例
、
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
、
給
料

月
額
を
10
月
１
日
か
ら
10
％
引
き

下
げ
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で

の
６
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関

す
る
条
例
改
正
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
、
平
成
21
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認

定
な
ど
、
報
告
３
件
、
諮
問
２

件
、
議
案
14
件
、
認
定
11
件
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
町
当
局
の
考
え

を
質た

だ

し
ま
し
た
。

決算審査報告をする名古屋代表監査委員

特別職報酬等審議会の答申を受け

町長、副町長、教育長の給料月額を１０月１日から１０％引き下げ

　

町
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
の

４
項
目
は
い
ず
れ
も
良
好
で
あ
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

　

山
端
さ
ん
と

　
　

倉
持
さ
ん

　
　
　

を
推
薦

町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
の
給
料
月
額
を

　

10
月
１
日
か
ら

　
　

10
％
引
き
下
げ

平成２１年度健全化判断比率　（基準値より低いと良好な状態）

健全化判断比率 早期健全化基準値 備　考

実 質 赤 字 比 率 黒　字 　１４．３２％ 黒字  ２．４７％

連結実質赤字比率 黒　字 　１９．３２％ 黒字１４．４４％

実質公債費比率 　１８．８％ 　２５．００％ 基準値以内

将 来 負 担 比 率 １４９．７％ ３５０．００％ 基準値以内

山や
ま
は
た端

　

節せ
つ
こ子 

氏
␂
阿
光
坊
）

倉く
ら
も
ち持

　

晶あ
き
お郎 

氏
␂
青
　

葉
）

会だより

町
財
政
の
健
全
化

　

判
断
比
率
は
良
好

給料月額の比較表

区分 町　長 副町長 教育長

改正前 ７３．８万円 ５８．９万円 ５３.０万円

改正後 ６６．４万円 ５３．０万円 ４７.７万円

増減額 ▲７．４万円 ▲５．９万円 ▲５.３万円
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２２年度補正予算の内容　（２２年９月補正）

会　　　計　　　別 補正額 補正後 歳出の主なもの

一　　般　　会　　計 １億７０５１万円 １０２億２２３８万円
減債基金積立金　　　３０００万円
町債繰上償還元金　１億３２１７万円

特
　
　

別
　
　

会
　
　

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５０１６万円 ２６億５１９１万円 国庫返還金　　　　　２１０５万円
老 人 保 健 特 別 会 計 ３２４万円 １１１７万円 一般会計繰出金　　　３２４万円
奨学資金貸付事業特別会計 ▲１６３万円 １５８１万円 奨学資金貸付金　　▲１８６万円
公共下水道事業特別会計 １３万円 １０億　６０２万円 下水道整備工事費　　３７０万円
農業集落排水事業特別会計 ３４万円 １億  ８３０万円 補修工事費 　　　　　　３４万円
介 護 保 険 特 別 会 計 ６０２６万円 １７億８２５８万円 高額介護サービス等給付費 １９９９万円
霊 園 事 業 特 別 会 計 －　 １３８３万円
公共用地取得事業特別会計 ３５８万円 １億１５３７万円 洋光台団地定住促進助成金 ３５３万円

後期高齢者医療特別会計 ▲１１５８万円 １億３３７９万円
後期高齢者医療広域連合納付金

▲１１６５万円
（公営企業会計）病院事業会計 －　 １０億９１８６万円

計 １億　４５１万円 ６９億３０６９万円
総　　　　　　計 ２億７５０２万円 １７１億５３０８万円

※　1万円未満は全て切り捨てて表示しています。

　

９
月
７
日
、
８
日
の
２
日

間
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会
␂
沼
端 

務 

委
員
長)

が
開
か
れ
、
お

い
ら
せ
町
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
歳
入
歳
出
の
各
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

各
決
算
に
つ
い
て
、
議
員

と
町
当
局
と
の
活
発
な
質
疑

・
応
答
が
行
わ
れ
た
結
果
、

９
月
８
日
の
本
会
議
で
い
ず

れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

平成２１年度一般会計と特別会計決算を認定
決算特別委員会

決
算
特
別
委
員
会
の

　
　

議
事
を
進
行
す
る

　
　
　

沼
端
　

務 
委
員
長

会　　　計　　　別 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額
一　　般　　会　　計 １０４億２２３４万円 １０１億６０１０万円 ２億６２２４万円

特
　
　

別
　
　

会
　
　

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２６億７２３０万円 ２６億１０６４万円 ６１６６万円
老 人 保 健 特 別 会 計 １１３１万円 １０２１万円 １０９万円
奨学資金貸付事業特別会計 １６０７万円 １５８５万円 ２２万円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 １２億　３８７万円 １１億９５３３万円 ８５４万円
農業集落排水事業特別会計 １億　６１７万円 １億　１６７万円 　４４９万円
介 護 保 険 特 別 会 計 １７億４２１９万円 １７億　６９９万円 　３５１９万円
霊 園 事 業 特 別 会 計 １４３３万円 １３９５万円 ３７万円
公共用地取得事業特別会計 １億１３４０万円 １億１３３６万円 ４万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １億３２５３万円 １億３１６２万円 ９１万円

（公営企業会計）病院事業会計 ９億９９５８万円 1２億５６９２万円 ▲２億５７３４万円
計 ７０億１１８０万円 ７１億５６５８万円 ▲１億４４７７万円

総　　　　　　計 １７４億３４１５万円 １７３億１６６９万円 １億１７４６万円

※　1万円未満は全て切り捨てて表示しています。

※　病院事業会計の不足分は損益勘定留保資金で補てん。

平成２１年度　各会計の歳入歳出決算状況
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一 

般 

質 

問

西 館　芳 信　議員
　

上
明
堂
地
区
住
民
が
直
面
す

る
、
分
庁
舎
␂
建
物
）
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
受
信
障
害
に
つ
い

て
の
具
体
的
解
決
方
策
を
示
せ
。

答
弁
　

ま
ず
第
１
点
は
、
テ
レ
ビ

地
デ
ジ
化
の
普
及
率
は
全
国
で

83
・
８
％
、
青
森
県
で
79
・
２
％
と

い
う
数
値
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、

社
団
法
人
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協

会
の
今
年
３
月
現
在
の
調
べ
で
あ

り
、
町
単
位
の
デ
ー
タ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

次
に
問
題
点
で
す
が
、
地
デ
ジ

化
に
つ
い
て
、
ま
だ
、
よ
く
分
か

ら
な
い
町
民
と
し
て
高
齢
者
世
帯

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
関
係
課
で

連
携
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
信
障
害
に
つ
い
て
は
、

原
因
が
地
形
的
な
も
の
は
、
総
務

省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、

い
わ
ゆ
る
デ
ジ
サ
ポ
が
、
構
造
物

に
つ
い
て
は
管
理
者
が
、
そ
れ
ぞ

れ
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
受
信
障
害
に
つ
い
て

の
デ
ジ
サ
ポ
の
判
断
基
準
は
県
内

の
放
送
分
が
視
聴
可
能
で
あ
れ
ば

良
と
い
う
こ
と
で
、
上
明
堂
地
区

の
め
ん
こ
い
放
送
等
岩
手
県
分
の

視
聴
が
不
可
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
対
応
の
想
定
外
と

い
う
こ
と
で
す
。

再
質
問
　

受
信
障
害
の

件
で
す
が
、
地
デ
ジ
化

を
推
進
し
て
い
る
の
は

総
務
省
の
デ
ジ
サ
ポ
セ

ン
タ
ー
で
、
役
場
は
、

そ
の
指
示
に
基
づ
い
て

作
業
を
し
て
い
る
だ
け

だ
と
言
い
ま
す
が
、
町

民
は
役
場
が
主
体
的
に

動
い
て
い
る
、
相
談
や

対
策
の
窓
口
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
役
場
は
、

そ
う
し
た
観
点
で
仕
事

を
し
て
い
た
だ
き
た
い

し
、
そ
の
上
で
、
上
明

堂
地
区
の
受
信
障
害
を
考
え
る
な

ら
ば
、
こ
の
地
区
の
住
民
の
、
他

県
分
と
は
言
え
ど
も
、
必
要
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
、
こ
れ
ま
で
続
い

て
き
た
情
報
入
手
は
当
然
の
権
利

で
す
。

　

ま
た
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、

受
信
障
害
の
原
因
が
不
可
抗
力
だ

と
か
、
他
の
民
間
施
設
で
あ
れ
ば

ま
だ
し
も
、
分
庁
舎
の
存
在
そ
の

も
の
だ
と
し
た
ら
、
役
場
は
例
え

ば
、
分
庁
舎
の
上
に
、
ア
ン
テ
ナ

等
を
設
置
し
、
分
配
器
等
で
電
波

を
流
し
ま
し
ょ
う
ぐ
ら
い
の
答
弁

が
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
仮
に
、
見
え
な
い
の
が
、

め
ん
こ
い
放
送
等
で
な
く
、
Ｎ
Ｈ

質
問
　

国
が
推
進
す
る
テ
レ
ビ
地

デ
ジ
化
も
、
放
送
の
完
全
移
行
ま

で
の
期
限
が
１
年
を
切
っ
た
。

　

今
や
、
国
民
の
情
報
入
手
メ

デ
ィ
ア
の
最
た
る
も
の
と
さ
れ
る

テ
レ
ビ
が
、
我
が
町
で
も
円
滑
に

地
デ
ジ
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
２
点
を
問
う
。

①
現
状
と
問
題
点

　

町
内
に
お
け
る
地
デ
ジ
普
及
率

等
を
示
し
、
町
内
の
地
デ
ジ
化
の

現
状
と
問
題
点
を
示
せ
。

②
上
明
堂
地
区
の
受
信
障
害
に
つ

い
て

答
弁
　

大
変
、
耳
の
痛
い
ご
忠
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
お
役
所
仕
事
を
変
え
た

く
て
町
長
選
に
出
た
つ
も
り
で
す
。

　

こ
の
地
デ
ジ
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
決
定
、
方
針
に
従
わ
ざ
る
を

得
な
い
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
町
民

の
皆
様
を
説
得
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
、

他
の
地
区
が
見
え
て
い
て
、
一
部

の
地
区
だ
け
が
、
役
場
の
公
共
物

が
原
因
で
そ
れ
が
で
き
な
い
と
し

た
ら
、
こ
れ
は
対
処
し
た
い
。

　

調
査
の
し
方
や
、
予
算
等
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
が
、
対
処
す
る

と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

上
明
堂
地
区
の
皆
さ
ん
の
中
に

は
「
見
え
な
い
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受

信
料
は
払
わ
な
い
」
と
い
う
人
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
す
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
受
信

料
が
取
れ
な
い
原
因
は
役
場
に
あ

る
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
可
能
性

だ
っ
て
あ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
た
だ

い
ま
の
答
弁
は
、
今
現
実
に
、
分

庁
舎
の
建
物
が
原
因
で
、
他
の
町

民
と
同
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
な
い
上
明
堂
地
区
の
住
民

に
は
、
到
底
、
納
得
で
き
な
い
お

役
所
的
考
え
方
で
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
は
い
か
が
か
？

テ
レ
ビ
地
デ
ジ
化
の

現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

分庁舎（上）と分庁舎北側周辺（下）
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一 

般 

質 

問

袴 田　邦 彦　議員

実
績
の
あ
る
農
家
に
対
し
、
自

家
飯
米
等
の
分
10
ア
ー
ル
を
差
引

い
た
面
積
に
10
ア
ー
ル
当
た
り

１
万
５
千
円
を
交
付
す
る
。
ま
た

過
去
３
年
の
販
売
価
格
を
下
回
っ

た
時
、
差
額
分
を
補
て
ん
す
る
変

動
交
付
も
あ
る
。
自
給
率
向
上
事

業
は
、
水
田
を
有
効
活
用
し
て
作

物
を
生
産
販
売
し
た
場
合
、
転
作

作
物
ご
と
に
交
付
す
る
。

　

２
点
目
、
同
事
業
へ
の
申
請
者

数
は
、
対
象
農
家
１
１
０
６
件
の

う
ち
８
８
７
件
で
あ
る
。

　

３
点
目
、
転
作
作
物
の
作
付
け

状
況
は
、
野
菜
類
３
５
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
地
力
増
進
作
物
２
５
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
飼
料
作
物
１
１
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問
　

町
の
状
況
か
ら
北
部
地

区
の
水
田
を
畑
地
化
し
て
畑
作
を

奨
励
し
、
南
部
地
区
の
水
田
は
水

稲
を
進
め
る
な
ど
町
独
自
の
農
業

政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
大
胆
な

取
組
み
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。

答
弁
　

あ
り
が
た
い
提
言
で
あ

る
。
当
町
の
地
理
か
ら
適
地
適
作

を
考
え
、
農
地
の
有
効
利
用
の
こ

と
か
ら
も
相
談
を
し
て
み
た
い
。

質
問
　

環
境
の
変
化
に
対
し

て
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
が
さ

れ
て
い
る
。
当
町
で
は
、
昨

年
８
月
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
の
庁
内
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
民
間
委

員
で
の
策
定
委
員
会
で
検
討

を
重
ね
、
本
年
２
月
に
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が

策
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
同
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の
委

員
会
を
設
置
す
る
と
あ
る

が
設
置
し
た
の
か
ど
う
か
。

質
問
　

今
年
の
戸
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
対
策
は
、
米
の
モ
デ
ル
事
業

と
自
給
率
向
上
事
業
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
同
事
業
に
は
申
込
み
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
申
請

者
数
は
何
人
か
。
自
給
率
向
上
事

業
は
、
指
定
さ
れ
た
作
物
を
作
付

け
す
る
と
助
成
金
が
出
る
が
そ
の

作
付
け
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　

米
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
生

産
調
整
目
標
の
範
囲
内
で
主
食
用

米
の
生
産
農
家
で
、
共
済
加
入

者
ま
た
は
21
年
産
米
の
出
荷
販
売

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
行
性
で
す
が
、
当

町
の
諸
条
件
か
ら
太
陽
光
発
電
が

現
実
的
か
つ
実
行
性
が
高
い
と
思

う
。

再
質
問
　

環
境
の
変
化
を
未
来
に

残
さ
な
い
た
め
に
も
、
町
と
し
て

環
境
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
町
発
展
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ

し
い
。

答
弁
　

ま
ず
太
陽
光
発
電
の
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
。

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
あ
る
。
平
坦

な
地
形
、
雪
も
少
な

く
安
定
し
た
日
射
量

等
か
ら
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
他
に

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
進
め
方
を
し
て

よ
り
実
践
的
に
進
め

る
の
か
、
そ
の
考
え

方
を
聞
き
た
い
。
当

町
の
諸
条
件
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
考
え
る
と
太
陽

光
発
電
等
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
地
産
地
消
と
言
え
る
く

ら
い
に
な
る
そ
の
時
期
等
の
実
行

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
委
員

会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
庁

内
関
係
課
長
で
の
推
進
委
員
会
、

こ
れ
は
８
月
１
回
会
議
を
開
い

た
。
学
識
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

者
等
公
募
に
よ
り
構
成
す
る
推
進

委
員
会
は
９
月
16
日
会
議
の
予
定

で
あ
る
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
助
成
制
度
を
設
け
る
な

ど
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
同

大根畑に転作された水田（木ノ下地区）

米
の
モ
デ
ル
事
業
等
の

　
　
　

対
策
は
万
全
か

環
境
変
化
へ
の

　

町
の
取
組
み
は


木内々小学校に設置された太陽光発電パネル
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一 

般 

質 

問

沼 端 　　務　議員

答
弁
　

既
に
実
現
し
た
項
目
は
、

保
育
料
上
限
の
現
行
水
準
を
維

持
、
町
長
車
運
転
委
託
の
コ
ス
ト

低
減
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て
い

ま
す
町
長
等
特
別
職
の
給
料
の
引

き
下
げ
で
す
。
さ
ら
に
、
降
雪
時

の
除
雪
体
制
の
抜
本
的
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
町
が
発
注
す
る
建
設
工

事
等
の
指
名
競
争
入
札
に
お
け
る

指
名
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
施
工
の
確
保
、
透
明
性
の
確

保
及
び
公
正
な
競
争
の
促
進
等
に

留
意
す
る
と
と
も
に
、
指
名
及
び

受
注
の
状
況
を
勘
案
し
、
指
名
が

特
定
の
有
資
格
者
に
偏
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
辞
退
理
由
は
、
積
算
価

格
が
予
定
価
格
を
超
え
る
内
容
の

辞
退
理
由
が
８
社
、
配
置
予
定
技

術
者
が
い
な
い
と
の
内
容
の
辞
退

理
由
が
３
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問
　

自
治
運
営
と
い
う
の
は

継
続
で
す
。
い
き
な
り
変
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
無
理
な
部
分
も

多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

入
札
に
関
し
て
、
３
千
万
円
以

上
の
入
札
は
指
名
委
員
会
等
に
諮

る
も
の
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、

入
札
に
お
け
る
町
内
の
業
者
選
定

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

誰
か
の
知
恵
と
か
、
指
示
が
あ
っ

た
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
予
定
価
格
の
切
り
幅
は

相
当
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

た
だ
安
け
れ
ば
良
い
の
か
と
考
え

ま
す
。
半
年
を
経
過
し
、
町
長
の

方
針
が
定
ま
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁
　

私
も
財
政
課
長
も
、
こ
の

入
札
に
関
し
て
は
全
く
不
慣
れ
で
、

そ
う
い
う
部
分
で
は
若
干
手
続

き
が
皆
さ
ん
の
思
っ
た
よ
う
に
は
、

い
っ
て
い
な
い
の
か
な
と
。
首
長

が
か
わ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
手
続
、

方
策
が
変
わ
っ
て
当
然
で
あ
っ
て
、

い
い
こ
と
は
ま
ね
し
ま
す
が
、
悪

い
こ
と
は
、
前
例
や
そ
う
い
う
こ

と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
前
任
者
の

ま
ま
や
る
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
う
い
う
結
論
に
な

っ
て
い
ま
す
。
設
計
金
額
に
対
す

る
落
札
額
の
率
は
、
前
年
度
以

前
と
比
較
し
て
私
が
入
札
を
始
め

た
今
年
度
、
ま
だ
５
回
し
か
や
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
83
・
４
％
、
約

10
％
下
が
っ
て
い
ま
す
。
安
く
で

き
る
も
の
を
高
く
と
ら
せ
て
、
そ

れ
を
誰
が
責
任
を
取
る
の
で
す
か
。

町
民
が
た
だ
損
を
す
る
。
私
は
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。
業
者
の
方
々

は
嬉
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

町
の
仕
事
を
し
て
会
社
を
や
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
業
者
は

ま
だ
１
社
も
出
て
い
な
い
。
そ
し

質
問
　

①
選
挙
時
に
お
け
る
公
約

の
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
具
体
的
に
答
弁
い
た
だ
き
た

い
。

②
入
札
に
お
け
る
不
自
然
な
指
名

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
う
わ

さ
、
事
業
者
等
の
選
定
は
町
長
の

指
示
、
関
与
な
く
し
て
財
政
課
長

の
独
断
で
出
来
な
い
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

③
今
年
の
７
月
23
日
に
行
わ
れ

た
、
い
ち
ょ
う
公
園
体
育
館
耐
震

改
修
工
事
の
入
札
が
全
社
辞
退
に

よ
る
不
調
に
終
わ
っ
た
理
由
を
伺

い
た
い
。

無
駄
な
経
費
を
使
わ
な
い
で
済
む

の
か
な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
先
ほ
ど

辞
退
し
た
理
由
の
中
に
、
安
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
の
か
な
と
。
大
手

は
見
積
単
価
が
高
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
の
か
な
と
私
は
判
断
し
ま
し

た
。
で
す
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
高

い
業
者
は
出
来
る
だ
け
指
名
し
な

い
ほ
う
が
い
い
の
か
な
。
あ
る
い

は
、
自
分
達
の
積
算
を
持
っ
て
い

る
根
拠
、
あ
る
い
は
そ
の
基
準
を

変
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い

か
な
。
素
人
考
え
で
す
が
、
そ
う

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

答
弁
␂
財
政
課
長
）

　

指
名
業
者
選

定
は
、
規
則
に
よ
り
財
政
課
長
が

建
設
業
者
の
選
定
予
定
調
書
を
作

成
し
ま
す
。
作
成
に
当
た
り
ま
し

て
、
町
長
と
の
協
議
を
は
じ
め
関

係
課
か
ら
の
情
報
収
集
、
課
内
で

の
打
合
せ
等
に
よ
り
選
定
し
て
お

り
、
た
だ
い
ま
話
し
た
方
々
と
の

協
議
等
以
外
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

次
に
予
定
価
格
の
設
定
は
、
県
、

あ
る
い
は
町
が
定
め
ま
す
積
算
基

準
や
、
各
種
の
価
格
資
料
に
基
づ

い
て
積
算
さ
れ
ま
し
た
積
算
額

に
、
さ
ら
に
受
給
の
状
況
、
履
行

の
難
易
度
、
数
量
の
多
寡
、
あ
る

い
は
履
行
期
間
の
長
短
等
を
考
慮

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

て
、
私
は
こ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

町
か
ら
公
金
を
受
取
る
者
。
例
え

ば
物
品
を
売
る
人
、
も
ち
ろ
ん
工

事
請
負
業
者
で
も
い
い
。
そ
う
い

う
方
々
は
、
準
公
務
員
で
あ
る
と
。

町
の
役
場
職
員
に
次
ぐ
地
位
だ
と

い
う
く
ら
い
の
意
識
を
持
っ
て
入

札
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
最
後
、
倫
理
観
が
一
番

大
切
で
す
。
政
治
的
中
立
、
一
人

の
者
に
偏
っ
た
政
治
的
行
動
、
あ

る
い
は
従
業
員
に
対
し
て
そ
う
い

う
指
令
、
あ
る
い
は
働
き
か
け
、

そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
一
生

懸
命
努
力
し
て
、
見
返
り
を
求
め

な
い
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。
業
者

の
方
々
の
中
に
は
、
一
部
で
し
ょ

う
が
、
我
々
が
こ
ん
な
に
町
に
尽

く
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
町
で
も

何
か
し
て
く
れ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
。
そ
う
い
う
見
返
り
を

求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
名
を
称
し
た
取

引
は
し
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
な
と
、
私
は
そ
こ
ま
で
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

入
札
云
々
と
い
う
の
は
ま
だ
、

そ
れ
は
今
か
ら
始
め
る
序
曲
で
あ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う

に
す
れ
ば
も
っ
と
う
ま
く
入
札
制

度
が
執
行
さ
れ
、
80
数
％
で
４
年

間
い
け
ば
、
町
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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産
業
民
生
常
任
委
員
会
調
査
活
動
報
告

産
業
民
生
常
任
委
員
会
調
査
活
動
報
告

山
麓
の
国
有
林
に
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
中
心
の
植

樹
を
行
っ
た
。

　

併
せ
て
こ
れ
ら
の
活
動
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
大
部
分
を
依
存
、

事
業
費
は
年
額
３
０
０
万
円
程
度

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
近
年
そ

の
水
量
は
日
量
１
１
０
万
ト
ン
超

ま
で
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

　

地
域
の
人
々
の
「
さ
と
や
ま
自

然
遺
産
」
に
対
す
る
執
着
愛
着
を

目
の
当
た
り
に
し
、
町
内
に
水
源

を
有
す
る
我
が
町
の
幾
つ
か
の
河

川
に
対
し
て
も
、
町
民
が
思
い
入

れ
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
な
議
会

対
策
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　

県
西
部
に
位
置
し
、
掛
川
、
浜

松
市
に
接
し
、
三
方
を
小
高
い

山
々
に
囲
ま
れ
た
森
町
は
、
中
央

部
を
清
流
「
太
田
川
」
が
流
れ
、

豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
國
神
社
や
大
洞
院
を

は
じ
め
と
す
る
由
緒
あ
る
神
社
仏

閣
が
多
く
、「
森
町
三
大
舞
楽
」
な

　

去
る
８
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で

実
施
し
た
調
査
活
動
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

　　

清
水
町
は
沼
津
市
と
三
島
市
の

中
間
に
位
置
し
、
文
字
ど
お
り
清

水
の
湧
く
町
だ
。

　

富
士
山
周
辺
の
降
雨
、
降
雪
が
、

三
島
溶
岩
流
の
間
を
地
下
水
と
な

っ
て
抜
け
、
市
街
地
の
真

ん
中
に
忽
然
と
「
柿
田
川

爆
流
」
と
な
っ
て
湧
き
出

す
。

　

そ
の
川
幅
は
30
か
ら
50

メ
ー
ト
ル
、
延
長
１
２
０

０
メ
ー
ト
ル
。

　

豊
富
な
水
量
に
加
え
て
、

１
年
中
ほ
ぼ
15
度
の
水
温

と
極
上
の
水
質
を
保
ち
、

静
岡
県
東
部
約
35
万
人
の

飲
料
、
工
業
用
水
な
ど
と

し
て
、
日
量
約
30
万
ト
ン

を
供
給
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
施
設
の
運
営
状
況
は
直

営
事
業
部
、
委
託
事
業
部
に
分
散

し
て
、
多
く
の
部
分
が
町
か
ら
の

支
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

の
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
様
施
設
設
置
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
時
代

の
要
請
で
あ
り
、
我
が
町
で
も
、

成
田
町
長
が
公
約
に
掲
げ
た
「
高

齢
者
の
憩
い
の
場
の
拡
充
」
の
具

現
に
は
調
査
活
動
と
し
て
の
圧
倒

的
時
間
不
足
は
否
め
ず
、
紙
面
上
、

割
愛
し
た
部
分
が
多
か
っ
た
が
、

委
員
会
と
し
て
の
こ
の
経
験
は
活

か
せ
る
と
の
思
い
を
深
く
し
た
。

委
員
長
　

西
館
　

芳
信
　

記

ど
、
古
き
伝
統
が
継
承
さ

れ
た
町
の
趣
か
ら
「
遠
州

の
小
京
都
」
と
親
し
ま
れ

て
い
る
。

　

委
員
会
の
調
査
活
動
先

は
、
児
童
館
を
併
設
し
た

複
合
施
設
「
森
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
だ
。

　

同
施
設
は
手
狭
、
分
散

な
ど
難
点
の
多
か
っ
た
既

存
施
設
の
問
題
点
打
開
の

た
め
、
平
成
12
年
に
総
事

業
費
11
億
５
千
万
円
で
新

築
さ
れ
た
保
健
・
福
祉
・

児
童
等
の
総
合
拠
点
。
主
な
部
署

は
、
保
健
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
務
所
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
般
向
け

入
浴
施
設
、
児
童
館
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
検
診
室
、
機
能
回

復
訓
練
室
、
調
理
実
習
室
な
ど
。

　

総
工
費
の
う
ち
、
６
億
円
は
個

人
篤
志
家
か
ら
の
浄
財
で
、「
老

若
男
女
が
一
日
楽
し
く
過
ご
せ
る

場
所
を
」
と
の
遺
志
が
活
か
さ
れ

た
も
の
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
の
他
方
の
特

色
は
児
童
館
（
指
定
管
理
┣
が
併

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
当

日
も
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
遊
び

に
読
書
に
と
思
い
思
い
の
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
。

清水町柿田川公園

　

そ
し
て
、
そ
の
流
域
に
は
豊
富

な
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
、
貴
重

な
生
態
系
を
育
ん
で
い
る
。

　

が
、
自
然
の
恵
み
は
不
変
で
は

な
い
。

　

平
成
８
年
３
月
の
調
査
が
、
そ

れ
ま
で
の
柿
田
川
湧
水
量
の
２
割

減
と
も
言
え
る
日
量
１
０
０
万
ト

ン
未
満
を
物
語
り
、
地
域
の
危
機

感
を
募
ら
せ
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
９
年
度
か
ら

清
水
町
を
は
じ
め
と
す
る
９
つ
の

自
然
保
護
団
体
が
「
柿
田
川
・
東

富
士
の
地
下
水
を
守
る
会
」
を
結

成
、
湧
水
保
全
を
目
的
に
、
富
士

森町保健福祉センター内児童館

「
自
然
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

そ
の
主
な
施
策
と

　
　

成
果
に
に
つ
い
て
の
調
査

（
静
岡
県
清
水
町
）

産
業
民
生
常
任
委
員
会
調
査
活
動
報
告

「
森
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

　

の
事
業
内
容
と

　
　
　

運
営
状
況
に
つ
い
て

（
静
岡
県
森
町
）
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8●おいらせ町議会だより

どうなどうなった

改修工事が進む町民交流センター

　

８
月
25
～
26
日
の
２
日
間
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
が
東
京
で
開
催
す
る
「
町
村
議
会
広
報

研
修
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
２
日
目
に
全
国
の
町

村
議
会
広
報
の
中
か
ら
15
紙
を
取
り
上
げ
、
掲

載
内
容
の
評
価
や
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

長
年
全
国
の
市
町
村
議
会
広
報
の
編
集
指
導
を

し
て
お
ら
れ
る
講
師
の
、
具
体
的
で
分
か
り
や

す
い
講
義
を
聴
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
議
会
広
報
の
発
行
所
要
日
数
に
つ

い
て
は
、「
懸
橋
」
は
議
会
閉
会
か
ら
50
日
前
後

か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
標
準
は
１
ヵ
月
程

度
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き

点
が
多
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
今
回
が
３
回
目
の
参
加
で
し
た
が
、

今
後
も
「
懸
橋
」
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
か
ら

よ
り
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
委
員
全
員
で

研
鑽
を
積
み
、
改
善
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
会
広
報
編
集
副
委
員
長
　

馬
場
　

正
治 

記

第
４
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

12
月
３
日
（
金
┣
開
会
予
定

　

（
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す


　

会
場
は
本
庁
舎
３
階
の
議
場
で
、
開
始

時
間
は
原
則
10
時
か
ら
で
す
。

●
問
合
せ
　

議
会
事
務
局
（
本
庁
舎
３
階
┣

電
話
　

０
１
７
８
（
56
┣
２
１
１
２

編

集

後

記

どうなどうなった

こ
れ
ま
で
定
例
会
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般
質
問
の
中
か
ら
、

　

今
回
は
平
成
19
年
12
月
議
会
で
議
員
が
質
問
し
た
町
民
交
流

セ
ン
タ
ー
改
修
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　町民交流センター改修は合併時に決めた施策で、

１８年度の事業としていたが進んでいない。計画

どおり進めるべきである。

　平成２２年度改修工事着工。

　財源は一般財源で５千万円を超える事業で、予

算編成において実施することが困難となり、再度

検討することとしました。結果、１９年度調査、

２１年度設計、２２年度改修工事の計画としまし

た。

質問質問

答弁答弁

経過経過

どうなった あの質問あの質問


